
　「もし富士山が噴火したら」。どこか現実味がない話だと感じる方もいらっしゃるかもしれません。実は、私もその一人でした。特集を制作
する中で、富士山が噴火したときに何が起こるのか、自分たちの暮らしにどのような影響が出るのかを知っておくことが、いざというときの
不安を減らし、冷静な備えにつながると感じました。皆さまが富士山の噴火を知り、備えるきっかけとなればうれしいです。（塩田）

日常を支えた暮らしのあれこれ

　江戸文化をテーマにした企画展をはじめ、講座や関連展示、館内各所での連動企画など、
日比谷図書文化館ならではの多様な催しを通して、江戸の魅力を紹介します。

開館15周年記念イベント 江戸文化をいま、楽しむ

企画
展示

暮らしを彩る江戸のやきもの-千代田区の資料を中心に-
　やきものは江戸時代当時から暮らしのいたるところで活躍していました。
区内の発掘調査で出土した陶磁器片を中心に6つのテーマで紹介します。

「髪
かみ
油
あぶら
壺
つぼ
（画像1）」は、びんつけ油を保管する容器で、髪を結うときや乱れを整える際に油を取り出して使

用しました。当時は、洗髪が月に1回～2回と少なく、日々の手入れで髪型を維持することが重要であり、美
しい日本髪を支える道具として女性たちに重宝されていました。

「灰
はい
吹
ふき
（画像2）」は、きせるでたばこを吸った後の灰や吸い殻を捨てるための道具で、火入れとともにたばこ

盆に置いて使用しました。喫煙文化が社会に広く浸透すると、たばこ盆は社交やもてなしの場で用いられる
ようになり、意匠にも工夫が凝らされました。本作は、染め付けによる華やかな菊唐草文が施され、日常の
喫煙具でありながら工芸品としての美しさも備えた一品です。

「水
すい
滴
てき
（画像3）」は、墨をするとき、すずりに少量の水を注ぐための文房具です。手のひらに収まる小型のも

のが一般的ですが、本作は比較的大ぶりです。四角い器形の上部に周囲よりも高く浮き出すように彫刻する
陽刻で模様を入れ、その上に染め付けで亀文を描いています。躍動感あふれる亀の表現や華やかな意匠には、
当時の活気ある文化や人々の美意識がよく表れています。

時 10月31日（土）～12月13日（日）　場 1階特別展示室

企画展示
日比谷図書文化館特別展ポスター展
時  10月31日（土）～令和9年1月17日（日）　
　※12月14日（月）～18日（金）は休室
場 1階特別展示室
内  これまでの特別展の歩みをポスターと共に振
り返る

奈良一刀彫展
時  12月19日（土）～令和9年
1月17日（日）　

場 1階特別展示室
内  奈良一刀彫を中心に日本
工芸の源流とされる奈良
の工芸文化
の歴史と特
徴を知る

共催　なら工
藝館（指定管
理者 奈良市）

出土陶片見学会
時  12月14日（月）14時30分～15時
30分　対区内在住者　

定 10名（抽選）
内  江戸時代の遺跡から出土した陶
片を、研究者の案内で見学

申  10月26日（月）10時～11月24日
（火）17時
主催　東洋陶磁学会　

企画展示 イベント

江戸の出版文化を紹介する企画展
示や図書展示、江戸の産業につい
て紹介する「江戸のものづくり」パ
ネル展もあり！

参加企画
　期間中、館内に浮世
絵の顔ハメパネルやス
タンプラリーも登場！

江戸遺跡出土のやきもの 
―千代田区を中心に
時 11月6日（金）19時～20時30分
師  水本和美氏（東京藝術大学 美術
学部 非常勤講師〈発掘調査団〉）

他  9月18日（金）10時から受付開始

関連講座❶
江戸からつなぐ茶の湯のこころ
―次世代へ、そして世界へ―
時 11月21日（土）14時～15時30分
師中澤宗寿氏（表千家茶道 教授）
他  10月3日（土）10時から受付開始

関連講座❷
奈良一刀彫の魅力を探る
―森川杜園の作品を中心に―
時 12月20日（日）14時～15時30分
師月村紀乃氏（東京文化財研究所 研究員）
他  11月1日（日）10時から受付開始

関連講座❸

いずれも
費区内在住者は無料、それ以外の方は1,000円　定 60名（申込順）　申HP、電話または直接問合せ先へ

時 11月7日（土）14時～15時30分　
定 200名（申込順）　師古今亭志ん橋氏　
費区内在住者1,000円、それ以外の方1,500円
申  9月19日（土）10時からHP、電話または直接
問合せ先へ

「江戸の食・読・美を、落語で楽しむ。」落語会 こども体験教室「浮世絵摺り体験」
時 12月6日（日）①10時30分～12時②14時～15時30分（各回とも同じ内容）
対小学3年生～6年生とその保護者※区内在住・在学者優先　
定各回10組20名（抽選）　師高橋由貴子氏（創業安政年間 高橋工房 6代目）　
費親子一組500円　申 10月18日（日）10時～11月9日（月）17時でHPから
主催　千代田区、日比谷図書文化館

体験教室

で育まれた豊かな江戸 文化

染付水仙文髪油壺（画像1）

染付菊唐草文
灰吹（画像2）

染付亀文水滴
（画像3）

ほかにも魅力的な展示＆イベント＆企画、続々！

日比谷
カレッジ
企画に関連した
さまざまな
講座を開催！

“江戸時代の日常”をかいま見ることができるさまざまな生活用品を展示します。

10月31日（土）～12月28日（月）
日比谷図書文化館（日比谷公園1-4）
日比谷図書文化館☎03-3502-3340
〔全館〕11月16日（月）、12月21日（月）、
12月29日（火）～令和9年1月3日（日）
〔図書フロアのみ〕11月14日（土）・　　
15日（日）※蔵書点検のため

と　き
場　所
問合せ
休館日

いずれも千代田区教育委員会所蔵

「賀殿」（荒木義人作、
なら工藝館所蔵）

「三代目岩井粂次郎の田毎
姫と八代目市川團十郎の児
雷也」（三代歌川豊国筆、出
典：紀伊国屋三谷家コレク
ション〈千代田区教育委員
会寄託〉）
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